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取扱説明書について

ご使用の前に本書をよくお読みの上、正しくお使いください。お読みになった
あとは、いつでも見られるように必ず保管してください。また、製品を移動す
る際には、必ず本書を添付してください。
本書に乱丁、落丁などの不備がありましたら、お取り替えします。また、本書
を紛失または汚損した場合は、新しい取扱説明書を有償でご提供いたします。
どちらの場合もお買い上げ元または当社営業所にご依頼ください。その際に
は、表紙に記載されている「Part No.」をお知らせください。
本書の内容に関しては万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤
り、記載漏れなどありましたら、当社営業所にご連絡ください。

輸出について

特定の役務または貨物の輸出は、外国為替法および外国貿易管理法の政令／省
令で規制されており、当社製品もこの規制が適用されます。政令に非該当の場
合でもその旨の書類を税関に提出する必要があり、該当の場合は経済産業省で
輸出許可を取得し、その許可書を税関に提出する必要があります。当社製品を
輸出する場合は、事前にお買い上げ元または当社営業所にご確認ください。
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製品の仕様ならびに取扱説明書の内容は予告なく変更することがあります。



PMR ご使用上の注意 I

安全記号について
製品を安全にご使用いただくため、また安全な状態に保つために取扱説明
書および製品本体には、次の記号を表示しています。
記号の意味をご理解いただき、各項目をお守りください。（製品によっては
使用されていない記号もあります。）

1000V以上の高電圧を取り扱う箇所を示します。
不用意に触れると、感電し死亡または重傷を負う恐れが
あります。触れる必要がある場合は、安全を確保してか
ら作業してください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死
亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想定さ
れる内容を示します。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、物的損
害のみの発生が想定される内容を示します。

禁止する行為を示します。

危険・警告・注意個所または内容を知らせるための記号
です。本製品上にこのマークが表示されている場合は、
本取扱説明書の該当箇所を参照してください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死
亡または傷害を負う可能性が想定される内容を示します。

または 

危険
DANGER

注意 
CAUTION

警告 
WARNING

保護導体端子を示します。

シャシ（フレーム）端子を示します。
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使用者
・ 本製品は、電気的知識（工業高校の電気系の学科卒業程
度）を有する方が取扱説明書の内容を理解し、安全を確
認した上でご使用ください。

・ 電気的知識の無い方が使用する場合は、人身事故につな
がる可能性がありますので、必ず電気的知識を有する方
の監督のもとでご使用ください。

・ 本製品は、一般家庭・消費者向けに設計、製造された製
品ではありません。

用　途
・ 製品本来の用途以外にご使用にならないでください。

入力電源
・ 必ず定格の入力電源電圧範囲内でご使用ください。
・ 入力電源の供給には、付属の電源コードをご使用くださ
い。ただし、入力電源電圧を切り換え可能な製品、およ
び100V系/200V系を切り換えなしで使用可能な製品は、
入力電源電圧によって付属の電源コードを使用できない
場合があります。その場合は適切な電源コードを使用し
てください。

ヒューズ
・ 外面にヒューズホルダが配置されている製品は、ヒュー
ズを交換することができます。ヒューズを交換する場合
は、本製品に適合した形状、定格、特性のヒューズをご
使用ください。詳しくは、取扱説明書の該当ページを参
照してください。

ご使用上の注意
火災・感電・その他の事故・故障を防止するための注意事項です。
内容をご理解いただき、必ずお守りください。

Operation

Manual

Line
Voltage



PMR ご使用上の注意 III

カバー
・ 機器内部には、身体に危険を及ぼす箇所があります。外
面カバーは、取り外さないでください。

設　置
・ 本製品を設置する際は、本取扱説明書記載の「設置場所
の注意」をお守りください。

・ 感電防止のため保護接地端子は、電気設備基準-第3種
以上の接地工事が施されている大地アースへ、必ず接続
してください。

・ 入力電源を配電盤より供給する場合は、電気工事有資格
者が工事を行うか、その方の監督のもとで作業してくだ
さい。

・ キャスタ付き製品を設置する場合は、キャスタ止めをし
てください。

移　動
・ 電源スイッチをOFFにし、配線ケーブル類をすべて外し
てから移動してください。

・ 質量（重量）が20kgを越える製品は、二人以上で作業
してください。製品の質量（重量）は、製品の後面また
は取扱説明書の仕様欄に記載されています。

・ 傾斜や段差のある場所は、人数を増やすなど安全な方法
で移動してください。また、背の高い製品は、転倒しや
すいので力を加える場所に注意して移動してください。

・ 製品を移動する際は、必ず取扱説明書も添付してくださ
い。

操　作
・ ご使用の前には、必ず入力電源やヒューズの定格および
電源コードなどの外観に異常がないかご確認ください。
確認の際は、必ず電源プラグをコンセントから抜くか、
給電を遮断して作業してください。

Check?
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操　作（つづき）
・ 本製品の故障または異常を確認したら、ただちに使用を中
止し、電源プラグをコンセントから抜くか、入力電源ケー
ブルを配電盤から外してください。また、修理が終わるま
で誤って使用されることがないようにしてください。

・ 出力配線または負荷線などの電流を流す接続線は、電流
容量に余裕のあるものをお選びください。

・ 本製品を分解・改造しないでください。改造の必要があ
る場合は、購入元または当社営業所へご相談ください。

保守・点検
・ 感電事故を防止するため保守・点検を行う前には、必ず
電源プラグをコンセントから抜くか、給電を遮断してく
ださい。

・ 保守・点検の際、外面カバーは取り外さないでください。
・ 製品の性能、安全性を維持するため定期的な保守、点検、
クリーニング、校正をお勧めします。

調整・修理
・ 本製品の内部調整や修理は、当社のサービス技術者が行
います。調整や修理が必要な場合は、購入元または当社
営業所へご依頼ください。
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はじめに

本書について

本書は下記に示したPMRシリーズの取扱説明書です。

・PMR18-2.5DU
・PMR35-1.2DU
・PMR18-1.3TR
・PMR25-1TR
・PMR24-1QU

本書に記載されている内容はこれらのモデルに対して適用しますが、
説明の都合上、出力数の同じモデルに分けて記述している箇所もあり
ます。その場合はつぎのように表記しています。

PMR-DUタイプ
PMR18-2.5DUとPMR35-1.2DUの 2出力モデルに適用します。

PMR-TRタイプ
PMR18-1.3TRとPMR25-1TRの 3出力モデルに適用します。

PMR-QUタイプ
PMR24-1QUの 4出力モデルだけに適用します。

パワーサプライコントローラPIA4800シリーズの詳細については、各
製品の取扱説明書をお読みください。接続やデバイスメッセージにつ
いてはPIA4800シリーズ付属CD-ROMの「接続&プログラミングガ
イド」を参照してください。

■適用する製品のROMバージョンについて

本書は下記の製品に適用します。

バージョン"2.0x"のROMを搭載したPMRシリーズ
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製品概要

PMR シリーズは、各出力を個別にゼロボルトから可変することがで
き、正負電圧を同じ比率で変化させるデュアルトラッキング機能を備
えた多出力直流安定化電源です。

PMRシリーズには、次のような特徴があります。

・ シリーズレギュレータ方式の採用により、ノイズの少ない安定した
出力が得られます。

・ 外部電圧により各出力電圧のリモートコントロールが可能です。
・ USB/GPIB/RS-232Cインターフェースを持った当社製パワーサプラ

イコントローラPIA4800シリーズと組み合わせれば、自動試験器な
どへのシステム化にも対応可能です。

オプション

ラック組み込み用のオプションを用意しています。

・ラックマウントアダプタ KRA3（インチラックEIA規格）
KRA150（ミリラックJIS規格）

・ブランクパネル KBP3-3
BP191(-M)（インチラックEIA規格）
BP1H(-M)（ミリラックJIS規格）

注意 ・本機は強制空冷用の吸気口を持つため、ラックに実装する場合、
最低1枚巾（*1）以上のブランクパネルを取り付ける必要があ
ります。

*1　JIS規格：50mm、EIA規格：44.45mm

詳しくは、お買い上げ元または当社営業所にお問い合わせください。
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図P-2 ラック組み込み例
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第 1章 セットアップ

この章では、製品の開梱から実際に製品を使用する前までを説明しま
す。

1.1 開梱時の点検

製品がお手元に届きしだい、付属品が正しく添付されているか、輸送
中に損傷を受けていないかをお確かめください。

万一、損傷または不備がございましたら、お買い上げ元または当社営
業所にお問い合わせください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・梱包材は本製品を輸送する際に必要となりますので、保存して
おかれることをお勧めします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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入力電源コード

取扱説明書

ヒューズ

出力端子カバー

ショートバー（L）

TP-BUSコネクタ TP-BUS用コア

取り付けねじ　2本[M3-001-211]
ワッシャー　1個[Q2-000-001]

1本
[E3-300-029]

1個
[84-61-5102]

1個
[67-90-0080]

1個
[Q1-500-030]

1本
[85-AA-0004]

1冊
[Z1-002-120]

ヒューズは全部で3本添付され、内1本はヒューズホル
ダ内に予備として添付されます。出荷時の入力電源電
圧範囲の設定によって次のように内訳が変わります。

添付される入力電源コードは、出荷時の
入力電源電圧範囲の設定によって異な
ります。この電源コードは、125V以下の
入力電源電圧用です。

 入力電圧範囲 ヒューズホルダ内 別添付
 90V-110V 4A(T)　1本 2A(T)　2本
 106V-125V 4A(T)　1本 2A(T)　2本
 180V-220V 2A(T)　1本 4A(T)　2本
 211V-250V 2A(T)　1本 4A(T)　2本

PMR-DUおよびPMR-QUタイプのカバーは、
カバーの左側の取り付け穴にねじを通し、
さらにワッシャーにねじを通した状態で出荷さ
れています。

3本
4A(T) [99-02-0020]
2A(T) [99-00-0026]

図1-1 付属品一覧
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1.2 設置場所の注意

本製品を設置する際の注意事項です。必ず守ってください。

■可燃性雰囲気内で使用しないでください。

爆発や火災を引き起こす恐れがありますので、アルコールやシンナー
などの可燃物の近く、およびその雰囲気内では使用しないでください。

■高温になる場所、直射日光の当たる場所を避けてください。

発熱・暖房器具の近く、および温度が急に変化する場所に置かないで
ください。

使用温度範囲：0℃～40℃

保存温度範囲：-10℃～+60℃

■湿度の高い場所を避けてください。

湯沸かし器、加湿器、水道の近くなど湿度の高い場所には置かないで
ください。

使用湿度範囲：10%～80%RH（結露なきこと）

保存湿度範囲：90%RH以下（結露なきこと）

使用湿度範囲内でも結露する場合があります。その場合には、完全に
乾くまで本製品を使用しないでください。

■腐食性雰囲気内に置かないでください。

腐食性雰囲気内や硫酸ミストの多い環境に設置しないでください。製
品内部の導体腐食やコネクタの接触不良などを引き起こし、誤動作や
故障の原因になり、火災につながることがあります。

■ほこりや塵の多い場所に置かないでください。

ほこりや塵の付着により感電や火災につながることがあります。

■風通しの悪い場所で使用しないでください。

本機は強制空冷です。後面以外の面の通風口から空気を取り込み、後
面へ排出します。熱がこもり火災の原因になりますので、吸気口およ
び排気口をふさがないように周囲に充分な空間を確保してください。

■本製品の上に物を乗せないでください。

特に重たい物を乗せると、故障の原因になります。
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■傾いた場所や振動がある場所に置かないでください。

落ちたり、倒れたりして破損やけがの原因になります。

■周囲に強力な磁界や電界のある場所で使用しないでください。

誤動作により、感電や火災につながることがあります。

■POWERスイッチの周囲は充分な空間を確保してください。

POWERスイッチの操作が困難になるような場所へ設置したり、その操
作が困難になるようなものを置かないでください。

1.3 移動時の注意

本製品を設置場所まで移動する、または本製品を輸送する際には、次
の点に注意してください。

■POWERスイッチをOFFにしてください。

POWERスイッチをONにしたまま移動すると、感電や破損の原因にな
ります。

■接続されているすべての配線を外してください。

ケーブル類を外さないで移動すると、断線や転倒によるけがの原因に
なります。

■本製品を輸送する場合は、必ず専用の梱包材をご使用ください。

専用の梱包材を使用しないと、輸送中の振動や落下などによる破損の
原因になります。

梱包材が必要なときは、お買い上げ元または当社営業所にお問い合わ
せください。

1.4 入力電源とヒューズの確認

本機は図1-2に示した4つの入力電源電圧範囲から1つを選択して使用
することができます。工場出荷時の設定が本機へ供給する電圧に適し
ているか確認してください。また、入力ヒューズは入力電源電圧範囲
に適した定格のヒューズを使用する必要があります。
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警告 ・感電を避けるため、ヒューズを確認または交換する前に、必ず
入力電源コードのプラグを抜くか、配電盤のスイッチをOFFに
してください。　

注意 ・ヒューズは、本機に適合した形状、定格、特性のヒューズを使
用してください。定格の違うヒューズやヒューズホルダを短絡
して使用すると本機を損傷します。

入力電源電圧範囲の確認（変更）、および入力ヒューズの確認（交換）
は、以下の手順に従ってください。

1. POWERスイッチをOFFにします。

2. 本機から入力電源コードを抜いてください。

3. 底面にある入力電圧切換スイッチの設定が本機へ供給する電圧に
適合していることを確認します。

設定を変更する場合は、SWITCH POSITIONの指示に従って正し
く設定してください。図1-2参照。

4. ヒューズホルダのカバーを外します。図1-3参照。

5. 実装されているヒューズの定格が入力電源電圧範囲に適合してい
るか、溶断特性がタイムディレイ（T）タイプであるか確認してく
ださい。交換する場合は、正しいヒューズを使用してください。

6. ヒューズホルダのカバーを元に戻します。

A

C

B

D

90V-110V
106V-125V
180V-220V
211V-250V

この図では
90V-110Vを
選択しています。

図1-2 底面の入力電圧切換スイッチ

AC  INPUT

マイナスドライバの先端を
ここに入れてふたを外します。

図1-3 後面パネルのヒューズホルダ
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1.5 入力電源コードの接続

警告 ・本製品は過電圧カテゴリIIの電源に接続されるように設計され
ています。過電圧カテゴリIIIまたはIVの電源には接続しないで
ください。

・本製品に付属する3極プラグ付き電源コード（図 1-4）の定格
電圧は、AC 125 Vです。もし、本製品を200 V系の入力電源
電圧で使用する場合は、入力電圧に適した電源コードと交換し
てください。

適切な電源コードは専門の技術者が選択してください。電源
コードの入手が困難な場合は、お買い上げ元または当社営業所
へご相談ください。

・ 本製品に添付された電源コードを他の機器の電源コードに使用

しないでください。

定格電圧: AC 125 V
定格電流: 10 A
プラグ：NEMA5-15
[85-AA-0004]

図1-4 付属の3極プラグ付き電源コード

当社では、別売の200 V系電源コードとして、プラグ付き電源コードを
用意しています。

定格電圧: AC 250 V
定格電流: 10 A
プラグ：CEE7/7
[85-AA-0005]

定格電圧: AC 250 V
定格電流: 10 A
プラグ：GB1002
[85-10-0790]

図1-5 別売の3極プラグ付き電源コード
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以下の手順で接続してください。

1. 供給するAC電源が本機の入力電源範囲内にあることを確認し
ます。
入力電圧範囲: AC90 V～ 110 V、AC106 V～ 125 V

AC180 V～ 220 V、AC211 V～ 250 V
周波数範囲: 50 Hz～ 60 Hz

2. 後面パネルのAC INPUTコネクタに電源コードを接続します。
電源コードは当社指定のもの、または専門の技術者によって選
択されたものを使用してください。

3. 電源コードのプラグをコンセントに差し込みます

■配電盤へ直接接続するには

プラグを使用しないで配電盤へ直接接続する場合は、電源コードに圧
着端子を取り付けて接続してください。

警告 ・感電を避けるため、接続の前に配電盤のスイッチをOFFにして
ください。

・配電盤への接続は専門技術者が行ってください。



1-8 セットアップ PMR

1.6 接地（アース）について

警告 ・接地を行わないと、感電の恐れがあります。

・必ず電気設備技術基準D種接地が施されている大地アースに接
地してください。

注意 ・接地を行わないと、外来ノイズにより誤動作が起きたり、本製
品から発生するノイズが大きくなったりすることがあります。

安全のために必ず接地（アース）してください。
入力電源コードを接地工事が施された3極電源コンセントに接続しま
す。本機のパネル面には接地端子はありません。
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第 2章 ご使用の前に

この章では、本機を使用する前に理解しておいていただきたいことが
らについて説明します。必ずお読みください。

2.1 突入電流について

POWERスイッチ投入時に、約70Aの突入電流が流れることがありま
す。特に、本機を複数台使用するシステムで、POWERスイッチを同時
に投入する場合は、AC電源または配電盤の容量に注意してください。

POWERスイッチのON/OFFは3秒以上の間隔をとってください。短い
間隔でPOWERスイッチのON/OFFを繰り返すと、突入電流により入
力ヒューズやPOWERスイッチの寿命を短くします。

2.2 逆極性の電圧について

OUTPUTスイッチがOFFで、電圧または電流設定が0のとき、出力に

 0～0.6V程度の逆極性の電圧が生じることがあります。この電圧のた
め、1mA程度の逆方向電流が負荷に流れますので注意してください。
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2.3 負荷について

次のような負荷を接続した場合、出力が不安定になりますので注意し
てください。

2.3.1 負荷電流にピークがある場合、または負荷電流が
パルス状の場合

本機のメータは平均値指示のため、指示値は電流設定値以下でもピー
ク値が電流設定値を越えていることがあります。この場合、本機は瞬
時定電流動作に入り出力電圧が低下します。定電流動作（CC）表示を
注意して見ると、うすく点灯しているのがわかります。

このような負荷に対しては、定電流の設定値を大きくするか電流容量
の増加が必要です。

定電流設定値 
メータ指示値（平均値） 

定電流設定値 
メータ指示値（平均値） 

図2-1　ピークがある負荷電流 図2-2　パルス状の負荷電流
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2.3.2 電源へ電流を逆流させる負荷の場合

本機は負荷からの逆電流を吸い込むことができません。従って、電源へ
電力を回生するような負荷（インバータ、コンバータ、変成器など）を
接続したとき、出力電圧が上昇して出力の安定化ができなくなります。

このような負荷に対しては、図2-3のように逆電流をバイパスさせるた
めの抵抗RDを接続します。ただし、Irp分だけ負荷への電流容量が減
少します。

IOUT

RDEO

本機の等価回路 電力回生のある負荷 

負
荷 

－ ＋ 

0 
 

逆電流 

出
力
電
流
波
形 

-IO

+IO

Irp

RD[Ω] ≦ EO[V] 
  Irp[A]

RD: 逆電流バイパス用ダミーロード 
EO: 出力電圧 
Irp: 逆電流の最大値 

図2-3　電力回生負荷に対する対策

注意 ・抵抗RDには充分余裕のある定格電力の抵抗を選んでください。
回路に対して不充分な定格電力の抵抗を使用すると、抵抗RD
を焼損します。
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2.3.3 電池などのエネルギーが蓄積された負荷の場合

電池などのエネルギーが蓄積された負荷を接続する場合、負荷から本
機内部の出力制御回路の保護ダイオードを通して本機内部のコンデン
サへ大電流が流れ、場合によっては本機を破損したり、負荷の寿命を
劣化させる可能性があります。

このような負荷に対しては、図2-4のように本機と負荷の間に逆電流防
止用のダイオードDを直列に接続してください。

本機 エネルギーの蓄積 
された負荷 

D：逆電流防止ダイオード 
D

図2-4　エネルギーの蓄積された負荷に対する対策

注意 ・負荷や本機を保護するため、逆電流防止用のダイオードDは以
下の基準で選んでください。
1.逆方向電圧耐量：本機の定格出力電圧の2倍以上
2.順方向電流容量：本機の定格出力電流の3～10倍
3.損失の少ないもの

・ダイオードDの発熱を考慮してください。放熱が充分でないと、
ダイオードDを焼損します。
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2.4 定電圧電源と定電流電源

本機は、定電圧電源と定電流電源の両方の動作を行うことができます。
これらの動作について以下に説明します。

定電圧（CV）動作

例として、PMR35-1.2DUを使って100Ωの負荷に20Vを印加して定電
圧（CV）動作させる場合について説明します。図2-5はこの場合の動
作を示しています。

この負荷に流すことができる最大の電流を0.4Aとして、PMR35-1.2DU
の出力を20V/0.4Aに設定しておきます。100Ωの負荷に20Vを印加す
るので、負荷には0.2Aの電流が流れることになります（図のa点）。も
し、負荷の抵抗値が変動して、50Ωになった場合、電源の出力は20V/
0.4Aとなります（図のb点）。図からわかるように負荷の抵抗値が∞か
ら50Ωまでは、電源は出力電圧を20Vに保ちます。もし、負荷の抵抗
値が50Ωより小さい値になった場合、電源は自動的に定電流（CC）動
作に移行して、0.4Aを維持します。ただし、出力電圧は20Vよりも小
さくなります。

35V

20V

10V

0 0.2A 0.4A 0.5A

100200

0

50

25

a b

CV動作

CC動作に移行

図2-5　定電圧（CV）動作
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定電流（CC）動作

前記と同様に、PMR35-1.2DUを使って100Ωの負荷に0.2Aを流して定
電流（CC）動作させる場合について説明します。図2-6はこの場合の
動作を示しています。

この負荷に印加できる最大の電圧を30Vとして、PMR35-1.2DUの出力
を30V/0.2Aに設定しておきます。100Ωの負荷に0.2Aを流すので、負
荷には20Vの電圧が印加されることになります（図のa点）。もし、負
荷の抵抗値が変動して、150Ωになった場合、電源の出力は30V/0.2A
となります（図のb点）。図からわかるように負荷の抵抗値が0Ωから
150Ωまでは、電源は出力電流を0.2Aに保ちます。もし、負荷の抵抗
値が150Ωより大きい値になった場合、電源は自動的に定電圧（CV）
動作に移行して、30Vを維持します。ただし、出力電流は0.2Aよりも
小さくなります。

35V

30V

20V

10V

0 0.2A0.1A 0.5A

100

150200

0

50

a

b

CV動作に移行

CC動作

図2-6　定電流（CC）動作
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2.5 OHPアラーム

誤って吸気口や排気口を塞いだり、ファンモータに物が挟まりファン
モータが停止して本機の内部温度が異常に上がったとき、加熱保護

（OHP）が働きます。図2-7参照。

OHPが作動すると、OUTPUT OFFとなり、前面パネルの電圧計に"OHP"
と表示されます。また、後面パネルのJ1端子台の11および12端子に
アラーム信号が出力されます。図2-8参照。

OHP状態を解除するには、一度POWERスイッチをOFFにし、原因と
なるものを排除して再びPOWERスイッチをONにしてください。

ただし、本機の内部温度が下がらないうちにPOWERスイッチをONに
すると、再びOHPが作動します。

警告 ・J1端子台の取り扱いを誤ると、感電につながる可能性がありま
す。アラーム信号端子へ配線するときは、必ず「4.1.1 J1端子
台について」を参照してください。

アラーム信号出力は、オープンコレクタ形のフォトカプラを用いてい
ますので、他の端子とは絶縁されています。

最大定格　VCEO: 80V、IC: 50mA、PC: 150mW

V

A

+24V-24V+12V-12V

CC CC CC CC

OFFOUTPUTO  N J1

1

7

6

18

13

12
フォトカプラのコレクタ 
フォトカプラのエミッタ 

11

12

図2-7　OHPアラーム表示 図2-8　OHPアラーム出力
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2.6 OUTPUT CH番号

PMR シリーズでは、各出力に OUTPUT CH 番号を付けています。
OUTPUT CH番号は、本機をリモートコントロールするときに本機の
出力の識別に使用されます。各モデルの出力に対するOUTPUT CH番
号は以下のようになります。

表2-1　各モデルの出力とOUTPUT CH番号の関係

ルデモ 1HCTUPTUO 2HCTUPTUO 3HCTUPTUO 4HCTUPTUO

UD5.2-81RMP V81+ 力出 V81- 力出

UD2.1-53RMP V53+ 力出 V53- 力出

RT3.1-81RMP V81+ 力出 V81- 力出 V6 力出

RT1-52RMP V52+ 力出 V52- 力出 V6 力出

UQ1-42RMP V42+ 力出 V42- 力出 V21+ 力出 V21- 力出

0-–18V  0-–2.5A

COM +18V-18V

OUTPUT CH1OUTPUT CH2

図2-9 PMR-DUタイプの出力端子

0-6V  0-5A 0-–18V  0-–1.3A

COM +18V+ -18V-

OUTPUT CH1OUTPUT CH2OUTPUT CH3

図2-10 PMR-TRタイプの出力端子

0-±12V  0-±1.5A 0-±24V  0-±1A

COM +24V+12V -24V-12V

OUTPUT
CH1

OUTPUT
CH2

OUTPUT
CH3

OUTPUT
CH4

図2-11 PMR-QUタイプの出力端子
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2.7 出力端子カバー

本機には出力端子カバーが付属されています。本機を使用するときは、
カバーを取り付けてください。

PMR-TRタイプおよびPMR-QUタイプにカバーを取り付ける場合

工場出荷時のカバーは負荷線の引き出し口がふさがっている箇所があ
ります。PMR-TRタイプおよびPMR-QUタイプでこの引き出し口を使
用する場合、以下のようにしてください。

矢印の3箇所をニッパーなどで 
切ってください。 

図2-12　負荷線の引き出し口
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カバーの取り付け

付属のワッシャーについて

出力端子カバーはシャーシグランド端子を利用して取り付けます。し
たがって、シャーシグランド端子にショートバーを接続するかしない
かで左右の取り付け位置に段差が生じます。付属のワッシャーはこの
段差を補うためのものです。

カバーの取り付け手順

1. POWERスイッチがOFFになっていることを確認します。

2. 負荷線が確実に接続されていることを確認します。

3. 工場出荷時にシャーシグランド端子に取り付けられていたねじ
（M4×8）を取りはずします。

4. カバーに付属のねじ（M4×16）を使ってカバーを取り付けます。
図2-14参照。

ショートバーによって左右の取り付け位置に段差が生じる場合は、
付属のワッシャーを使って段差を補ってください。

注意 ・カバーを取り付けるねじは、必ずカバーに付属のねじを使用し
てください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・PMR-DUおよびPMR-QUタイプのカバーは、カバーの左側の取
り付け穴にねじを通し、さらにワッシャーにねじを通した状態
で出荷されています。図2-13参照。従ってショートバーを使用
しないときは、ワッシャーを取りはずしてから、カバーを取り
付けてください。

ワッシャー 

取り付けねじ 
（M4×16） 

図2-13
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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取り付けにワッシャーが必要な場合 

付属のねじ 
（M4×16） 

取り付けにワッシャーが不要な場合 

付属のねじ 
（M4×16） 

このねじ（M4×8）をはずします。 
片側にショートバーが接続されている
ので段差が生じます。 

このねじ（M4×8）をはずします。 
両側にショートバーが接続されている
ので段差が生じません。 

カバーを取り付ける前に、
付属のワッシャーにねじを
通しておきます。 
図 2-13参照。 

図2-14　出力端子カバーの取り付け
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第 3章 操作方法

この章では、前面パネルからの基本的な操作、出力端子を組み合わせ
て使用する直列運転、および後面パネルのMODEスイッチについて説
明します。

3.1 電源の投入

注意 ・POWERスイッチをONにする前に、必ず後面パネルのMODE
スイッチの設定を確認してください。MODEスイッチのPWR
ON OUTPUTをONに設定したままPOWERスイッチをONに
すると、すでに設定されている電圧、あるいは電流が負荷に供
給されます。

OUTPUT  CH  SELECT
1 2 3 4

EXTERNAL

OUTPUT  ADJUST

OFFSET

FULL
SCALE 

CH1 CH2 CH3 CH4
INTERNAL ON

OFF

TERMN TP-BUS
KIKUSUI  ELECTRONICS  CORP.  MADE  IN  JAPAN

OFF
DIAL

ON
PWR  ON
OUTPUT

KEYLOCK

No.

AC  INPUT

WARNING
LINE  VOLTAGE
AND  FUSE  RATING
INDICATIONS  ARE
ON  THE  BOTTOM.

J1

1

7

6

18

13

12

MODE

MODEスイッチの 
PWR ON OUTPUTを 
OFFに設定します。 

1 2 3 4

EXTERNAL

INTERNAL

OUTPUT CH SELECTスイッチを 
すべてINTERNALに設定します。 

OFF
DIAL

ON
PWR  ON
OUTPUT

KEYLOCK

MODE

図3-1　電源投入前の後面パネルの設定
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電源の投入手順

1. POWERスイッチがOFFになっていることを確認します。

2. 後面パネルのMODEスイッチのPWR ON OUTPUTがOFFに設定
されていることを確認します。図3-1参照。

3. 後面パネルのOUTPUT CH SELECTスイッチがすべてINTERNAL
に設定されていることを確認します。図3-1参照。

4. 入力電源コードが正しく接続されていることを確認します。

5. POWERスイッチをONにします。

6. 表示部の電流計にROMのバージョンNo."x.xx"が数秒間表示され
ます。図3-2参照。

7. 数秒後、出力の設定待ち状態になります。

以上で本機を使用できる状態になりました。

V

A

+24V-24V+12V-12V

CC CC CC CC

OFFOUTPUTO  N

V

A

+24V-24V+12V-12V

CC CC CC CC

OFFOUTPUTO  N

数秒後 

ROMバージョン表示 出力の設定待ち状態 

図3-2　電源投入時の表示
（PMR24-1QUの表示例）
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3.2 基本操作

基本操作では、まず出力の設定方法について説明し、そのあと定電圧
電源または定電流電源として使用する方法について説明します。

3.2.1 出力の設定

ここでは、PMR24-1QUを使って、-24V出力を-5.2V、-0.35Aに設定す
る場合を例にとって出力の設定方法を説明します。

電源投入時の表示は図3-3のようになります。これは工場出荷時の設定
状態からPOWERスイッチをONにした場合です。

本機はPOWERスイッチをOFFする直前の各出力設定値およびDIAL/
KEY LOCK スイッチの ON/OFF を記憶します。そして次に本機の
POWER スイッチを ON にしたとき、その出力設定値と DIAL/KEY
LOCKスイッチのON/OFFが再び設定されます。したがって、実際に
表示される電圧値、電流値、およびDIAL/KEY LOCKスイッチのON/
OFFは、図3-3と異なる場合があります。また、図3-3の中で点灯と表
示されているスイッチおよびLEDは電源投入時に必ず点灯します。

工場出荷時の設定については、表3-1を参照してください。

COARSE/FINEについて

本機は出力電圧および出力電流の設定時に、COARSEまたはFINEの
どちらかを選択することができます。

COARSEでは、電圧は1Vステップ、電流は0.1Aステップで設定でき
ます。FINEでは、電圧は0.01Vステップ、電流は0.001Aステップで設
定できます。ただし、PMR-TRタイプの6V出力（OUTPUT CH3）の電
圧設定は、COARSEでは0.1Vステップ、FINEでは0.001Vステップと
なります。

COARSE/FINEの状態は、電圧計および電流計の上にそれぞれ2つある
ポジション LED で示されます。左側の LED が点灯しているときが
COARSEを示し、右側のLEDが点灯しているときがFINEを示します。
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NODE ADRS

SET
DIAL/KEY

LOCK

STORE

MEMORY

1 2 3

OUTPUT

REGULATED  DC  POWER  SUPPLY

PMR24-1QU

V

A

+24V-24V+12V-12V

VOLTAGECURRENT

COARSE / FINE

POWER

CC CC CC CC

OFFOUTPUTO  N

COARSEポジション 

OUTPUT OFF

OUTPUTスイッチ 

ダイアル 

出力表示選択 
スイッチ 

+24V

SETスイッチ 
 

DIAL/KEY 
LOCKスイッチ 

VOLTAGE 
COARSE/FINEスイッチ 

CURRENT 
COARSE/FINEスイッチ 

点灯 

点灯 

点灯 

点灯 

図 3-3 電源投入時の表示および設定
（PMR24-1QU）

V

A

+24V-24V+12V-12V

CC CC CC CC

OFFOUTPUTO  N

V

A

6X3.68
LD-201
ROHM

+24V-24V+12V-12V

CC CC CC CC

OFFOUTPUTO  N

電圧計FINEポジション 電圧計COARSEポジション 

点灯 点灯 

図 3-4　電圧計のCOARSE/FINEポジション
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■PMR24-1QUの -24V出力を -5.2V、-0.35Aに設定するには

1. DIAL/KEY LOCKスイッチが消灯していることを確認します。

このスイッチが点灯していると、出力を設定できません。

2. SETスイッチが点灯していることを確認します。

このスイッチが消灯しているときは、パネルに実際の出力値が表
示されます。

3. 表示部のOUTPUT OFFが点灯していることを確認します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・OUTPUTスイッチを ONにすると、SETスイッチが点灯してい
ても自動的に消灯し、出力値を表示します。

・OUTPUTスイッチが OFFのときにダイアルを回すと、SETス
イッチが消灯していても自動的に点灯し、設定状態になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. 出力選択表示スイッチの-24Vスイッチを押します。

-24V スイッチが点灯し、-24V出力の現在の設定値が表示されま
す。

5. 電圧計のCOARSEポジションが点灯していることを確認します。

6. ダイアルを回すとCOARSEポジションの下の桁が変化します。

"5"に合わせます。図3-4参照。

7. VOLTAGE COARSE/FINEスイッチを一回押します。

電圧計のCOARSEポジションが消灯し、電圧計のFINEポジショ
ンが点灯します。

8. ダイアルを回すと、FINEポジションの下の桁が変化します。

"20"に合わせます。

以上で電圧の設定が終了しました。つづいて電流の設定を行います。
手順9へ進んでください。
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9. CURRENT COARSE/FINEスイッチを一回押します。

電圧計のFINEポジションが消灯し、電流計のCOARSEポジショ
ンが点灯します。

10. ダイアルを回すとCOARSEポジションの下の桁が変化します。

"0.3"に合わせます。

11. CURRENT COARSE/FINEスイッチを一回押します。

電流計のCOARSEポジションが消灯し、電流計のFINEポジショ
ンが点灯します。

12. ダイアルを回すと、FINEポジションの下の桁が変化します。

"50"に合わせます。

以上で設定が終了しました。他の出力を設定する場合も同様の手順で
行います。

V

A

+24V-24V+12V-12V

CC CC CC CC

OFFOUTPUTO  N

V

A

+24V-24V+12V-12V

CC CC CC CC

OFFOUTPUTO  N

電流計COARSEポジション 電流計FINEポジション 

点灯 点灯 

図 3-5　電流計のCOARSE/FINEポジション
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表 3-1 工場出荷時の設定

前面パネルの項目 設　定

出力電圧設定値 各出力とも0V

出力電流設定値 各出力の定格電流値

DIAL/KEY LOCK
スイッチ 消灯（OFF）

ノードアドレス 5

メモリ1、2、3 3つのメモリに対して、各出力とも
電圧値：0V、電流値：定格電流値

後面パネルの項目 設　定

OUTPUT CH SELECT
スイッチ すべてINTERNAL

OUTPUT
ADJUST
可変抵抗器

OFFSET すべて中央*1

FULL SCALE すべて反時計方向に回しきり*1

TERMNスイッチ ON

MODE
スイッチ

PWR ON
OUTPUT OFF

LOCK DIAL

*1: PMR-TRタイプのCH4を動かすと、回路構成上CH3の出力に影響を与えま
す。CH4は動かさないでください。動かした場合には、4-11ページの注記

を参照してください。

スイッチなどの機能については、「第5章 各部の名称と機能」を参照し
てください。
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3.2.2 定電圧電源としての使用

本機を定電圧電源として使用する場合の手順を以下に説明します。

1. POWERスイッチがOFFになっていることを確認します。

2. 後面パネルのMODEスイッチのPWR ON OUTPUTがOFFに設定
されていることを確認します。

3. 使用する出力端子に負荷を接続します。

負荷の接続については、「3.3 負荷の接続」を参照してください。

4. POWERスイッチをONにします。

5. 表示部のOUTPUT OFFが点灯していることを確認します。

6. SETスイッチが点灯していることを確認します。

7. 設定したい出力を出力選択表示スイッチで選びます。

選んだスイッチが点灯していることを確認します。

8. CURRENT COARSE/FINEスイッチを押し、COARSE/FINEどちら
かを選びます。

9. ダイアルを回して、負荷に流すことができる電流値を設定します。

ここで設定した値が電流制限値となります。

10. VOLTAGE COARSE/FINEスイッチを押し、COARSE/FINEどちら
かを選びます。

11. ダイアルを回して、必要な電圧値を設定します。

12. 他の出力も使用する場合は、手順7から11を繰り返します。

13. OUTPUTスイッチを押します。

OUTPUT ONが点灯していることを確認します。

14. 各出力端子に電圧が出力されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・定電圧電源として使用しているときに、負荷の変動によって手
順9で設定した電流制限値を超えた場合、その出力は定電流動
作となります。定電流動作に移行した場合、該当する出力選択
表示スイッチの上に"CC"が点灯します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3.2.3 定電流電源としての使用

本機を定電流電源として使用する場合の手順を以下に説明します。

1. POWERスイッチがOFFになっていることを確認します。

2. 後面パネルのMODEスイッチのPWR ON OUTPUTがOFFに設定
されていることを確認します。

3. 使用する出力端子に負荷を接続します。

負荷の接続については、「3.3 負荷の接続」を参照してください。

4. POWERスイッチをONにします。

5. 表示部のOUTPUT OFFが点灯していることを確認します。

6. SETスイッチが点灯していることを確認します。

7. 設定したい出力を出力選択表示スイッチで選びます。

選んだスイッチが点灯していることを確認します。

8. VOLTAGE COARSE/FINEスイッチを押し、COARSE/FINEどちら
かを選びます。

9. ダイアルを回して、負荷に印加可能な電圧値を設定します。

ここで設定した値が電圧制限値となります。

10. CURRENT COARSE/FINEスイッチを押し、COARSE/FINEどちら
かを選びます。

11. ダイアルを回して、必要な電流値を設定します。

12. 他の出力も使用する場合は、手順7から11を繰り返します。

13. OUTPUTスイッチを押します。

OUTPUT ONが点灯していることを確認します。

14. 各出力端子に電流が出力されます。

使用している出力に該当する出力選択表示スイッチの上に"CC"が
点灯します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・定電流電源として使用しているときに、負荷の変動によって手
順9で設定した電圧制限値を超えた場合、その出力は定電圧動
作となります。定電圧動作に移行した場合、該当する出力選択
表示スイッチの上の"CC"が消灯します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



3-10 操作方法 PMR

3.3 負荷の接続
　

警告 ・安全のために、負荷を接続するときは、POWERスイッチを
OFFにしてください。

・負荷への接続ケーブル（負荷線）は、本機の定格電流に対して
充分電流容量のとれるものを使用してください。

・負荷線を接続後、出力端子カバーを取り付けてください。

注意 ・負荷線を出力端子へ確実に接続するために圧着端子などを用い
てください。

・各出力はCOM端子に対して出力されます。ただし、PMR-TR
タイプの6V出力は除きます。

・PMR-TRタイプでは、6V出力の内部回路とその他の出力の内部
回路とは独立しています。

図3-7に PMR24-1QUの+24Vに負荷を接続する場合の例を示します。
他のタイプのモデルについても同様に接続してください。

PMR-TRタイプの6V出力に負荷を接続する場合は、図3-8を参照して
ください。

ショートバー（L） 
この向きで取り付けてください。 

・ ショートバー（L）の向きに注
意してください。向きが違うと、
出力端子カバーを取り付けられ
ません。 

・ ポストにショートバーを通してか
ら負荷線を接続してください。 

ポスト 

図3-6 ショートバー（L）の取り付け
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COM +24V

COM +24V+12V -24V-12V

COM +24V+12V -24V-12V

COM +24V+12V -24V-12V

COM端子を接地 

－出力端子を接地 

＋出力端子を接地 

ショートバー（S）で 
シャーシグランド端子と 
－出力端子間を接続します。 

ショートバー（S）で 
シャーシグランド端子と 
COM端子間を接続します。 

ショートバー（L）で 
シャーシグランド端子と 
＋出力端子間を接続します。 
図 3-6参照 

圧着端子 

圧着端子 

圧着端子 

0-–12V  0-–1.5A 0-–24V  0-–1A

COM +24V+12V -24V-12V

0-–12V  0-–1.5A 0-–24V  0-–1A

COM +24V+12V -24V-12V

0-–12V  0-–1.5A 0-–24V  0-–1A

+12V -24V-12V

図3-7 出力端子への接続
（PMR24-1QUの+24Vに負荷を接続する例）

—— ++ COM

圧着端子 

—— ++ COM

圧着端子 

－出力端子を接地 

＋出力端子を接地 

ショートバー（S）で 
シャーシグランド端子と 
－出力端子間を接続します。 

ショートバー（S）で 
シャーシグランド端子と 
＋出力端子間を接続します。 

図3-8 6V出力端子への接続
（PMR-TRタイプのみ）

負荷線の接続が終わったら、出力端子カバーを取り付けてください。
カバーの取り付け方法については、「2.7 出力端子カバー」を参照して
ください。
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3.4 トラッキング動作

本機には±出力の電圧を同じ比率で変化させるトラッキング機能が装
備されています。

トラッキング動作中にダイアルを回すと、図3-9に示すようにあらかじ
め設定した±出力の比率（b/a）と同じ比率で出力が変化します。

つまり、

b/a = d/c

の比例式が成立することになります。

トラッキング動作では、定電圧動作領域内であれば0Vから定格電圧ま
で自由に可変することができます。ただし、トラッキングする範囲は
TRACKスイッチを押したときに表示している出力の0から200%まで
です。従ってどちらかの出力が定格に達すると、それ以上可変できな
くなります。また、±出力の一方が電流制限に入った場合、その出力
電圧は負荷に応じて低減しますが、他方の出力電圧は影響されません。
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0 TRACKスイッチ
ON時の
ダイアル回転数

a

b

c

d

＋出力
(OUTPUT CH1)

-出力
(OUTPUT CH2)

定格電圧

設定電圧

設定電圧

設定電圧

設定電圧

定格電圧

100% 200%

0 TRACKスイッチ
ON時の
ダイアル回転数

定格電圧に達すると、
それ以上可変できません。

a

b

c

d

＋出力
(OUTPUT CH1)

-出力
(OUTPUT CH2)

定格電圧

定格電圧

100% 200%

(a)

(b)

図3-9　電圧設定とトラッキング出力
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トラッキング動作時の設定分解能

トラッキング動作時中のダイアルによる設定分解能は、COARSE/FINE
で次のように変わります。

･ COARSEでは、TRACKスイッチを押したときの設定値に対して、
1%の分解能で変化します。

･ FINEでは、TRACKスイッチを押したときの設定値に対して、0.1%
の分解能で変化します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・出力の分解能は表示の最小桁で制限されます。従って、TRACK
スイッチを押したときの設定値が以下の条件のとき、ダイアル
を回しても出力が変化しないことがあります。

COARSEで電圧設定が0.99V以下または電流設定が0.099A以下
のとき、あるいはFINEで電圧設定が9.99V以下または電流設定
が0.999A以下のとき

上記の条件のときは、出力および表示に変化が出るのにしばら
くダイアルを回す必要があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

トラッキング動作が可能な出力

PMR-DUタイプ
+18V（+35V）出力と -18V（-35V）出力

PMR-TRタイプ
+18V（+25V）出力と -18V（-25V）出力

PMR-QUタイプ
+24V出力と -24V出力
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トラッキング操作手順

1. 出力を設定します。

2. TRACKスイッチを押します。

スイッチが点灯していることを確認します。

3. ダイアルを回して希望の出力に合わせます。

トラッキング動作をやめるには、もう一度TRACKスイッチを押しま
す。
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3.5 メモリ機能

本機は各出力の電圧および電流の設定値を3つまでストアでき、必要
なときにリコールすることができます。

設定値のストア

メモリへは現在の各出力の設定値がストアされます。ストア操作に入
る前に各出力の設定を行っておいてください。

1. STOREスイッチを押します。MEMORY 1、2、3スイッチが点灯し
ます。

2. MEMORY 1、2、3スイッチの中からストアしたい番号のスイッチ
を押します。押されたスイッチのみが点灯し、その番号のメモリ
に各出力の電圧および電流値がストアされます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・ストアモードから抜けるには、ダイアルを回すか、STORE ス
イッチを再び押します。また、約3秒間なにも操作しないと、ス
トアモードから抜けます。

・DIAL/KEY LOCKスイッチが点灯しているときは、ストア操作
は行えません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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設定値のリコール

注意 ・OUTPUTスイッチがONの状態でメモリから設定値をリコール
した場合、リコールされた設定値が出力されます。リコールす
るメモリの番号を間違えると、予想外の電力を負荷に供給する
ことがありますので、注意してください。

使用しないメモリには、負荷を破損させない電圧値、電流値を
ストアしておくことをお勧めします。

1. リコールしたい番号のMEMORYスイッチを押します。

2. 押されたスイッチが点灯し、各出力のストアされていた電圧およ
び電流値が設定されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・ダイアルを回す、TRACKスイッチを押す、またはノードアド
レスを変更すると、MEMORYスイッチのランプが消灯します。

・OUTPUTスイッチがONの状態でメモリから設定値をリコール
した場合、各出力の立ち上がり時間に約1.5sのずれが生じるこ
とがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3.6 直列運転

＋出力端子と－出力端子に負荷を接続し二つの出力を組み合わせるこ
とにより、出力電圧を高くして使用することができます。

注意 ・直列運転は1台のPMRシリーズの出力端子の組み合わせに限
定されます。同じモデルのPMRシリーズであっても、2台以上
の直列運転はできません。また、PMRシリーズは並列運転を行
うことはできません。

3.6.1 PMR-DUタイプ

PMR18-2.5DUまたはPMR35-1.2DUを直列運転で使用する場合の例を
図3-10に示します。

Eo

PMR18-2.5DU: Eo = 0-36V, 2.5A
PMR35-1.2DU: Eo = 0-70V, 1.2A

+COM

図3-10 PMR-DUタイプの直列運転の接続例

図3-10はCOM端子を接地する例を示しています。－出力または＋出
力端子を接地する場合は、以下のようにしてください。

－出力端子を接地する場合

付属のショートバー（S）でシャーシグランド端子と－出力端子間を接
続してください。

＋出力端子を接地する場合

付属のショートバー（L）でシャーシグランド端子と＋出力端子間を接
続してください。
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3.6.2 PMR-TRタイプ

PMR18-1.3TRまたはPMR25-1TRを直列運転で使用する場合の例を図
3-11に示します。また、+6V出力も直列に接続して使用する場合の例
を図3-12に示します。

–– ++ COM

PMR18-1.3TR: Eo = 0-36V, 1.3A
PMR25-1TR: Eo = 0-50V, 1A

Eo

図3-11 PMR-TRタイプの直列運転の接続例1

図3-11はCOM端子を接地する例を示しています。－出力または＋出
力端子を接地する場合は、以下のようにしてください。

－出力端子を接地する場合

付属のショートバー（S）でシャーシグランド端子と－出力端子間を接
続してください。

＋出力端子を接地する場合

付属のショートバー（L）でシャーシグランド端子と＋出力端子間を接
続してください。
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PMR-TRタイプ（つづき）

++ COM

PMR18-1.3TR: E1o = 24V, 1.3A
 E2o = 42V, 1.3A
PMR25-1TR: E1o = 31V, 1A
 E2o = 56V, 1A

E1o E2o6V, 5A0V

D1 D2

図3-12 PMR-TRタイプの直列運転の接続例2

図3-12は 6V出力の－端子を接地する例を示しています。＋端子を接
地する場合は、付属のショートバー（S）でシャーシグランド端子と6V
出力の＋端子間を接続してください。

注意 ・図3-12の接続では、±18V（±25V）出力側のショートバーを
外してください。

・図3-12の接続において、E1oおよびE2oを6V出力の－端子へ
誤って短絡すると、±18V（±25V）出力に5Aの電流が流れて
しまい、保護に入っている本機内部のダイオードを焼損する恐
れがあります。必ず、図3-12のようにD1とD2（5A以上の定
格のもの）を取り付けてください。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・各出力を同時に使用する場合、流すことのできる電流は各出力
の定格電流で制限されます。　

　例えばPMR25-1TRを図3-12のように接続して使用する場合 、
各出力から流すことのできる電流は以下のようになります。図
3-13参照。

a≦1
b≦ 1 - a
c＝ 5 - (a + b)

a [A]: 56V 出力から流すことのできる電流
b [A]: 31V 出力から流すことのできる電流
c [A]: 6V 出力から流すことのできる電流

D1
COM

56V

25V

25V

6V

31V

6V

0V

a

b

c

図3-13 直列運転の接続例2（図3-12）の回路図
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3.6.3 PMR-QUタイプ

PMR24-1QUを直列運転で使用する場合の例を図3-14に示します。

COM +24V+12V -24V-12V

0-48V
1A

0-24V
1.5A

0-±12V  0-±1.5A 0-±24V  0-±1A

COM +24V+12V -24V-12V

図3-14 PMR-QUタイプの直列運転の接続例

図3-14はCOM端子を接地する例を示しています。－出力または＋出
力端子を接地する場合は、以下のようにしてください。

－出力端子を接地する場合

付属のショートバー（S）でシャーシグランド端子と－24V出力端子間
を接続してください。

＋出力端子を接地する場合

付属のショートバー（L）でシャーシグランド端子と＋24V出力端子間
を接続してください。
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注意 ・COM端子は内部で24V出力と48V出力に接続されていますの
で、24V出力端子と48V出力端子間を接続して直列運転するこ
とはできません。

COM
0-48V

24V

24V

12V

12V

0-24V

この間を接続することは 
できません。 

図3-15 直列運転の接続例（図3-14）の回路図
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3.7 MODEスイッチの機能

ここでは、後面パネルにあるMODEスイッチの機能について説明しま
す。MODEスイッチには、PWR ON OUTPUTとLOCKの2つのスイッ
チがあります。

OFF
DIAL

ON
PWR  ON
OUTPUT

KEYLOCK

MODE

図3-16　後面パネルのMODEスイッチ

3.7.1 POWER ON時のOUTPUT ON動作

PWR ON OUTPUTスイッチをONに設定してPOWERスイッチをON
にすると、本機がOUTPUT ONの状態で立ち上がります。

注意 ・POWERスイッチをONにすると、OFFにする直前の電圧、電
流設定値が出力されます。この機能を使う前に、接続する負荷
に対して適切な出力を設定してください。

■設定手順

1. POWERスイッチをONにします。

2. 使用する出力の電圧、電流を設定します。

3. POWERスイッチをOFFにします。

4. MODEスイッチのPWR ON OUTPUTをONに設定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・PWR ON OUTPUT スイッチを OFF に設定しているときは、
POWERスイッチをONにすると、OUTPUT OFFの状態で立ち
上がります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3.7.2 LOCK動作

LOCKスイッチは、前面パネルのDIAL/KEY LOCKスイッチを点灯さ
せたときの制限を選択します。

LOCKスイッチがDIALに設定されているとき

DIAL/KEY LOCKスイッチを押し、スイッチを点灯させると、ダイア
ルが機能しなくなります。

LOCKスイッチがKEYに設定されているとき

DIAL/KEY LOCKスイッチを押し、スイッチを点灯させると、前面パ
ネルのスイッチおよびダイアルが機能しなくなります。ただし、DIAL/
KEY LOCKスイッチおよびPOWERスイッチは除きます。

■設定手順

1. POWERスイッチをOFFにします。

2. MODEスイッチのLOCKを希望の動作の方に設定します。

3. POWERスイッチをONにします。

4. DIAL/KEY LOCKスイッチを押し、スイッチが点灯すると作動し
ます。
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第 4章 リモートコントロール

この章では、本機のリモートコントロールについて説明します。本機
をリモートコントロールで使用する方法は、大きく分けて次の2つが
あります。

・アナログリモートコントロール
・デジタルリモートコントロール

アナログリモートコントロールは、後面パネルのJ1端子台に接続され
た電圧源や接点によって本機をコントロールする方法です。

デジタルリモートコントロールは、後面パネルのTP-BUSコネクタに
接続されたパワーサプライコントローラPIA4830、PIA4850、PIA4810
によって本機をコントロールする方法です。パワーサプライコント
ローラPIA4800シリーズの詳細については、PIA4800シリーズの取扱
説明書を参照してください。接続やデバイスメッセージの詳細につい
ては、PIA4800シリーズの付属CD-ROMに収録されている「接続&プ
ログラミングガイド」を参照してください。
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4.1 アナログリモートコントロール

本機は後面パネルのJ1端子を使って、以下のコントロールが可能です。

・外部電圧による出力電圧のコントロール
・外部接点による出力のON/OFFコントロール
・外部接点によるMEMORY 1、2、3のリコール

4.1.1 J1端子台について

ここでは、アナログリモートコントロールを行うために必要なJ1端子
台の接続方法や注意事項について説明します。

J1端子台の配列を表4-1に示します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・PMR-DUタイプでは、J1端子台の7、8、9および10端子を使用
できません。

・PMR-TRタイプでは、J1端子台の9および10端子を使用できま
せん。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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表4-1　J1端子台の配列

子端
号番 名号信 明　　説 のルネパ面上

記表の上ルーシ

1 1HCTUPTUO
TNOCVVC

るよに圧電部外 1HCTUPTUO 圧電の
（力入ルーロトンコ txeV ＜ V11 ）

2 NOMMOC ンモコの路回御制部内
（ MOC ）続接と子端

3 2HCTUPTUO
TNOCVVC

るよに圧電部外 2HCTUPTUO 圧電の
（力入ルーロトンコ txeV ＜ V11 ）

4 NOMMOC ンモコの路回御制部内
（ MOC ）続接と子端

5 CN 用使未

6 CN 用使未

7 3HCTUPTUO
TNOCVVC

るよに圧電部外 3HCTUPTUO 電の
（力入ルーロトンコ圧 txeV ＜ V11 ）

UQ/RT-RMP( みのルデモ )

8 NOMMOC ンモコの路回御制部内
（ MOC ）続接と子端

9 4HCTUPTUO
TNOCVVC

るよに圧電部外 4HCTUPTUO 圧電の
（力入ルーロトンコ txeV ＜ V11 ）

UQ-RMP( みのルデモ )

01 NOMMOC ンモコの路回御制部内
（ MOC ）続接と子端

11 )C(PHO
号信護保熱過

力出タクレコラプカトォフ
（V OEC I,V55: C P,Am05: C Wm051: ）

21 )E(PHO 号信護保熱過
力出タッミエラプカトォフ

31 1YROMEM
TCELES 1YROMEM ルーコリの

41 2YROMEM
TCELES 2YROMEM ルーコリの

51 3YROMEM
TCELES 3YROMEM ルーコリの

61 YROMEM
MOC

YROMEM ンモコ用号信ルーコリ
（ 81 ）位電同と子端

71 FFO/NOTXE の力出 FFO/NO ルーロトンコ

81 FFO/NOTXE
MOC

FFO/NO ンモコ用
（ 61 ）位電同と子端

OUTPUT CH4  CV-V
(QU)

OUTPUT CH3  CV-V
(TR/QU)

OUTPUT CH2  CV-V
(DU/TR/QU)

OUTPUT CH1  CV-V
(DU/TR/QU)

OPEN : OUTPUT ON
SHORT : OUTPUT  OFF

COLLECTOR
OHP

EMITTER

MEMORY 1

MEMORY 2

MEMORY 3

NC

NC

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18
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■接続に必要な電線および工具

1.電線

単線：φ0.65（AWG22）

撚線：0.32mm2（AWG22）

2.マイナスドライバ

軸径：φ3

先端幅：2.6mm

3.ワイヤーストリッパ

上記の電線に適合するもの

■接続手順

1. POWERスイッチをOFFにします。

2. ワイヤーストリッパを使って、電線の被覆を10mm取り除きます。

本機の上面に表示されているストリップゲージを使うと容易に行
うことができます。

3. 図 4-1に示したように、コントロール端子へ電線を挿入します。

警告 ・POWERスイッチがONの状態で、J1端子への配線は絶対に行
わないでください。感電および内部回路を破損する恐れがあり
ます。

・J1端子は、本機のCOM端子とほぼ同電位になっています。J1
端子からはみ出た電線の切りくずがシャーシに触れると、感電
および内部回路破損の恐れがあります。被覆を取り除いた部分
が端子から出ないように、電線を挿入してください。

4. ドライバを端子から離し、電線が外れないことを確認します。
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J1

1

7

6

18

13

12

被覆を10mm取り除いた電線を 
ここに挿入します。 

この部分をマイナスドライバで 
押しながら電線を差し込みます。 

正しく接続された状態 

図4-1　J1端子への接続

被覆を取り除きすぎているため、導線部分
がシャーシに触れています。 
被覆は10mm取り除いてください。 

電線の切りくずがシャーシに触れています。 
導線を撚って挿入してください。 
 

図4-2　接続時の注意
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4.1.2 外部電圧による出力電圧のコントロール

0～約10Vの外部電圧（Vext）で出力電圧を制御する方法です。

注意 ・J1端子台のCOMMON端子（2、4、8、および10端子）は、前
面パネルのCOM端子に内部で接続されています。

・PMR-TRタイプでは、6V出力の内部回路とその他の出力の内部
回路とは独立していますが、外部電圧はJ1端子台のCOMMON
端子を基準電位として入力します。このCOMMON端子は前面
パネルのCOM端子に接続されています。

・同時に2出力以上コントロールするときはコモンの接続に注意
してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・Vextのノイズや安定度が本機の出力に影響しますので、外部電
圧によるコントロール時には本機の仕様を満足しない場合があ
ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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外部電圧と出力電圧の関係

以下に示すように、外部電圧（Vext）が0～約10Vで、出力電圧（Eo）
は0～定格出力電圧になります。

Eo = Ertg･Vext/10 [V]

0 ≦ Vext ≦ 10.2 [V]

Ertg: 定格出力電圧 [V]

0V

0V 0V

10V 10V

定格の90%

定格の10%

tr tf

Vext

出力電圧 

出力電圧立ち上り時間 
tr = 0.8s以下 

出力電圧立ち下がり時間 
tf = 0.8s以下 

図4-3 外部電圧に対する出力電圧の応答時間

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・上記の出力電圧立ち上がり時間は、出力電流値を定格電流に設
定したときの値です。設定電流値が小さいと、立ち上がり時間
が長くなることがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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■接続および設定手順

1. POWERスイッチをOFFにします。

2. 外部コントロールしたい出力のOUTPUT CH SELECTスイッチを
EXTERNALに設定します。図4-4を参照してください。

3. 外部コントロールしたい出力のOUTPUT ADJUST可変抵抗器の矢
印の位置がOFFSET、FULLSCALE共に中央なるように設定しま
す。図4-5を参照してください。

PMR-TRタイプを使用される方は、4-11ページの注記をお読みく
ださい。

4. Vextを外部コントロールしたい出力の制御端子に図4-6のように
接続します。

同時に2出力以上コントロールし、Vextのコモンが同じ場合は図
4-7を参照してください。

注意 ・Vextの極性に注意してください。極性を間違えると、本機を損
傷することがあります。

･ Vext が外れると、外来ノイズなどで誤動作することがありま
す。端子へ確実に接続してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・J1端子台の1と2端子間、3と4端子間、5と6端子間、および
7と8端子間の入力インピーダンスは約180kΩです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5. 接続およびOUTPUT CH SELECTスイッチの設定を再度確認しま
す。

OUTPUT  CH  SELECT
1 2 3 4

EXTERNAL

INTERNAL

PMR-QUタイプのみ有効 
PMR-TRおよびPMR-QU 
タイプのみ有効 

OUTPUT CH番号 
電圧設定を 
パネルから行う 

電圧設定を 
外部電圧で行う 

図4-4　OUTPUT CH SELECTスイッチの設定
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OUTPUT  ADJUST

OFFSET

FULL
SCALE 

CH1 CH2 CH3 CH4

PMR-QUタイプのみ有効 
PMR-TRおよびPMR-QU 
タイプのみ有効 

外部電圧の 
オフセット調整 

外部電圧の 
フルスケール調整 

図4-5　OUTPUT ADJUST可変抵抗器の設定

■外部コントロール実行時の説明

注意 ・制御端子に11V以上の電圧を加えないでください。本機を損傷
することがあります。

フルスケールとオフセットの調整

・ Vext が 10V のとき、出力電圧が定格電圧になるようにOUTPUT
ADJUSTのFULL SCALE可変抵抗器を調整します。

・ Vextが0Vのとき、出力電圧が0VになるようにOUTPUT ADJUST
のOFFSET可変抵抗器を調整します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・フルスケールとオフセットは互いに影響します。希望する範囲
に収めるには、フルスケールとオフセットを交互に繰り返して
調整する必要があります。どちらから調整を始めてもかまいま
せんが、フルスケールから始めた方が早く調整を終わることが
できます。

・外部コントロール時はパネルからの出力設定値（SET値）と出
力電圧値とは異なります。また、パネルのダイアルを回しても
出力電圧は変化しませんが、SET値は変わります。OUTPUT CH
SELECTスイッチをINTERNALにすると、その時のSET値が出
力されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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J1

1

7

6

18

13

12

Vext 1

Vext 2

Vext 4

Vext 3

OUTPUT CH1の外部コントロール 

OUTPUT CH2の外部コントロール 

OUTPUT CH3の外部コントロール 
（PMR-TRおよびPMR-QUタイプのみ有効） 
OUTPUT CH4の外部コントロール 

（PMR-QUタイプのみ有効） 

1

2

3

4

7

8

9

10

ツイストペア線 

配線長：2m以下 
ツイスト数：1回／cm

図4-6　外部電圧源（Vext）の接続1
（Vextのコモンがそれぞれ異なる場合）

J1

1

7

6

18

13

12

Vext 1

Vext 2

Vext 4

Vext 3

OUTPUT CH1の外部コントロール 

OUTPUT CH2の外部コントロール 

OUTPUT CH3の外部コントロール 
（PMR-TRおよびPMR-QUタイプのみ有効） 
OUTPUT CH4の外部コントロール 

（PMR-QUタイプのみ有効） 

1

2

3

4

7

8

9

10

束ねてください。 
配線長：2m以下 

図4-7　外部電圧源（Vext）の接続2
（Vextのコモンが同じ場合）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・PMR-TRタイプを使用される方へ

PMR-TRタイプにはOUTPUT CH4はありませんが、OUTPUT
ADJUST CH4の可変抵抗器は回路構成上OUTPUT CH3の出力
に影響をおよぼします。誤ってOUTPUT ADJUST CH4の可変抵
抗器を回してしまうと、OUTPUT ADJUST CH3の可変抵抗器で
フルスケールおよびオフセットの調整ができなくなることがあ
ります。調整時にCH4可変抵抗器に触れないように注意してく
ださい。

誤ってOUTPUT ADJUST CH4の可変抵抗器を回してしまった
ときの対処法

1. POWERスイッチをOFFにします。

2. OUTPUT CH3の出力端子に電圧計（DVM）を接続します。
第6章の図6-4を参照してください。

3. OUTPUT CH SELECTスイッチの3をEXTERNALに設定し
ます。図4-4を参照してください。

4. OUTPUT ADJUST CH3およびCH4の可変抵抗器の矢印の
位置がOFFSET、FULLSCALE共に中央なるように設定し
ます。図4-5を参照してください。

5. POWERスイッチをONにします。

6. OUTPUTスイッチをONにします。

7. DVMの読み値が0V±1mVの範囲に入るようにOUTPUT
ADJUST CH4のOFFSET可変抵抗器を調整します。

8. POWERスイッチをOFFにします。

9. J1端子台の7と8端子に外部電圧源（Vext 3）を接続します。
図4-6を参照してください。

10. POWERスイッチをONにします。

11. Vext 3から制御端子へ10V±50mVを印加します。

12. OUTPUTスイッチをONにします。

13. DVMの読み値が6V±30mVの範囲に入るようにOUTPUT
ADJUST CH4のFULL SCALE可変抵抗器を調整します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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4.1.3 外部接点による出力のON/OFFコントロール

外部接点により出力のON/OFFを制御する方法です。

■接続手順

1. POWERスイッチをOFFにします。

2. J1端子台の17と18端子に接点S（スイッチ）を図4-8のように接
続します。

注意 ・J1端子台の18と16端子とは本機の内部で接続されています。

3. 接続を再度確認します。

■OUTPUT ON/OFF動作

・ OUTPUTをONにするには、接点Sを開放します。

OUTPUTをOFFにするには、接点Sを短絡します。

・ 接点Sが開放のときは、前面パネルのOUTPUTスイッチでOUTPUT
をON/OFFすることができます。

また、電源投入時のOUTPUT の状態は、後面パネルのPWR ON
OUTPUTの設定に依存します。

・ 接点Sが短絡のときは、前面パネルのOUTPUTスイッチでOUTPUT
をONにすることはできません。

また、後面パネルのPWR ON OUTPUTの設定にかかわらず、電源
投入時のOUTPUTの状態はOFFとなります。

注意 ・接点Sへの配線の断線、または制御端子からの外れ、あるいは
接点Sの動作不良などが生じると、接点Sが短絡されていても
開放と等価となり、OUTPUTの状態はONとなります。

上記のことが危惧される環境で、外部接点による出力のON/
OFFコントロールを行うことはお勧めできません。
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J1

1

7

6

18

13

12

SS

RL
長距離の場合 

このラインを 
延長します。 

ツイストペア線 

17

18

配線長：2m以下 
ツイスト数：1回／cm

図4-8　接点Sの接続

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

解説  ・J1端子台の17と18端子に接点Sを接続したときの等価回路を
図4-9に示します。

S

17

18

74HC
シリーズ

+5V

1000pF

10k

16端子
シャーシと1500pFで接続されています。

開放電圧：5V
短絡電流：0.5mA

CMOSレベル
"H"レベル: 3.15～5V, OUTPUT ON
"L"レベル: 0～1.35V, OUTPUT OFF

図4-9　等価回路
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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4.1.4 外部接点によるMEMORY 1、2、3のリコール

MEMORY1、2、3 にストアされている設定値を外部の接点によりリ
コールすることができます。

■接続手順

1. POWERスイッチをOFFにします。

2. 接点S（スイッチ）をリコールしたいMEMORYの制御端子に図4-
11のように接続します。

プッシュスイッチを使用する場合は、図4-12を参照してください。

注意 ・J1端子台の16と18端子とは本機の内部で接続されています。

3. 接続を再度確認します。

■MEMORY のリコール

設定値をリコールするには、リコールしたいMEMORY番号の制御端
子をMEMORY COM端子へ短絡します。短絡時間は、500ms以上必要
です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

解説  ・J1端子台の13、14、および15端子の等価回路を図4-10に示し
ます。

13, 14, 15

16

74HC165

+5V+5V

10k

開放電圧：5V
短絡電流：0.5mA

CMOSレベル
"H"レベル: 3.15～5V
"L"レベル: 0～1.35V、設定値のリコール

18端子
シャーシと1500pFで接続されています。

図4-10　等価回路
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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J1

1

6

7

18

13

12

S
MEMORY 1のリコール 
MEMORY 2のリコール 
MEMORY 3のリコール 

13

14

15
16 MEMORY COM

束ねてください。 
配線長：2m以下 

図4-11　接点Sの接続1

注意 ・Sにはノンショーティングタイプスイッチを使用してください。

J1

1

7

6

18

13

12
S1

S2
S3

MEMORY 1のリコール 
MEMORY 2のリコール 
MEMORY 3のリコール 

13

14

15
16 MEMORY COM

束ねてください。 
配線長：2m以下 

図4-12　接点Sの接続2

注意 ・S1、S2およびS3にはノンロック（モーメンタリ）式のスイッ
チを使用してください。

・2個以上のスイッチを同時に押さないでください。



4-16 リモートコントロール PMR

4.2 デジタルリモートコントロール

本製品は前面パネルからの操作以外に、パワーサプライコントローラ
（PIA4830、PIA4850、PIA4810）を使って、USB、GPIB、RS232Cイン
ターフェースによってリモート操作できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ･ パワーサプライコントローラPIA4800シリーズは、バージョン
2.00以上が必要です。バージョン1.99以前のPIA4800シリーズ
を使用する場合には、バージョンアップが必要です。詳細につ
いては、当社営業所へお問い合わせください。PIA4800シリー
ズのバージョンは、*IDN?で確認できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.2.1 接続とデバイスメッセージ

本製品とパワーサプライコントローラをTP-BUSで接続します。TP-
BUSには最大32台の機器を接続できます。

パワーサプライコントローラとの接続とデバイスメッセージの詳細に
ついては、パワーサプライコントローラに付属のCD-ROMに収録され
ている「接続&プログラミングガイド」を参照してください。

「接続&プログラミングガイド」はHTML形式で提供しています。次
のブラウザで閲覧できます。

動作環境：Windows98以降

ブラウザ：Microsoft Internet Explorer 5.5以降

直流電源装置との接続やメッセージ一覧は PDF で提供しています。
Adobe Reader 6.0以降が必要です。

当社ウェブサイトの取扱説明書ダウンロードサービス（h t t p : / /
www.kikusui.co.jp/download/）からも、最新版を入手できます。
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第 5章 各部の名称と機能

この章では、前面パネルと後面パネルのスイッチ、表示、コネクタな
どの名称と機能を説明します。

5.1 前面パネル

NODE ADRS

SET
DIAL/KEY

LOCK

STORE

MEMORY

1 2 3

OUTPUT

REGULATED  DC  POWER  SUPPLY

PMR18-2.5DU

0-–18V  0-–2.5A

COM +18V-18V

V

A

+18V-18V

VOLTAGECURRENT

COARSE / FINE

POWER

CC CC

OFFOUTPUTO  N

1

4

5

6

7

2 3

8

9

11
10

表示部 

出力端子部 

図5-1 PMR-DUタイプ前面パネル
（図はPMR18-2.5DUです。）
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NODE ADRS

SET
DIAL/KEY

LOCK

STORE

MEMORY

1 2 3

OUTPUT

REGULATED  DC  POWER  SUPPLY

PMR18-1.3TR

0-6V  0-5A 0-–18V  0-–1.3A

COM +18V+ -18V-

V

A

+18V-18V6V

VOLTAGECURRENT

COARSE / FINE

POWER

CC CC CC

OFFOUTPUTO  N

1

4

5

6

7

2 3

8

9

11
10

表示部 

出力端子部 

図5-2 PMR-TRタイプ前面パネル
（図はPMR18-1.3TRです。）

NODE ADRS

SET
DIAL/KEY

LOCK

STORE

MEMORY

1 2 3

OUTPUT

REGULATED  DC  POWER  SUPPLY

PMR24-1QU

0-–12V  0-–1.5A 0-–24V  0-–1A

COM +24V+12V -24V-12V

V

A

+24V-24V+12V-12V

VOLTAGECURRENT

COARSE / FINE

POWER

CC CC CC CC

OFFOUTPUTO  N

1

4

5

6

7

2 3

8

9

11
10

表示部 

出力端子部 

図5-3 PMR-QUタイプ前面パネル
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1 POWERスイッチ

本機の電源スイッチです。押し込んだ状態でON（  ）に、手前に出た
状態でOFF（ ）になります。

2 OUTPUTスイッチ

出力のON/OFFスイッチです。押す度にON/OFFを繰り返します。

3 ダイアル

時計方向または反時計方向に回すことにより、電圧値、電流値、また
はノードアドレスを設定します。

4 DIAL/KEY LOCKスイッチ

ダイアルおよび前面パネルのスイッチ操作を制限します。また、メモ
リへの設定値の保存を禁止します。

このスイッチを押し、スイッチが点灯しているとき、31　のLOCKス
イッチによって選択されている機能の制限が有効になります。

5 TRACKスイッチ

トラッキング動作をON/OFFします。このスイッチを押し、スイッチ
が点灯しているときがON、消灯しているときがOFFとなります。

トラッキング動作を行うのは、OUTPUT 1とOUTPUT 2です。OUTPUT
番号については、5-7ページの注記を参照してください。

6 SETスイッチ

出力電圧値および出力電流値を設定または確認するときに使用します。
このスイッチを押し、スイッチが点灯しているとき、18　によって選
択されている出力の設定値が表示されます。スイッチが消灯している
ときは、18　によって選択されている出力の出力値が表示されます。

7 NODE ADRSスイッチ

デジタルリモートコントロール時のノードアドレスを設定または確認
するときに使用します。このスイッチを押すと、表示部の電流計に
ノードアドレスが表示されます。

8 MEMORYスイッチ

メモリにストアされている電圧および電流の設定値を出力します。1、
2、3のスイッチから一つを押し、スイッチが点灯しているとき、その
メモリの設定値が出力されます。
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9 STOREスイッチ

各出力の電圧および電流の設定値をメモリにストアします。このス
イッチを押した後にMEMORY 1、2、3のスイッチから一つを押すと、
指定したメモリにストアすることができます。

10 VOLTAGE COARSE/FINEスイッチ

電圧値の設定において、ダイアルの1クリックあたりの変化量を切り
換えます。スイッチを押すたびに"COARSE"と"FINE"が交互に切り換
わります。

11 CURRENT COARSE/FINEスイッチ

電流値の設定において、ダイアルの1クリックあたりの変化量を切り
換えます。スイッチを押すたびに"COARSE"と"FINE"が交互に切り換
わります。

表示部

V

A

+24V-24V+12V-12V

CC CC CC CC

OFFOUTPUTO  N

14

13

12

16

15

17

18

図5-4 PMRシリーズ表示部
（図はPMR24-1QUのものです。）
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12 OUTPUT ON/OFF表示

出力がONのとき "ON"が点灯し、出力がOFFのとき "OFF"が点灯し
ます。

13 電圧計

SETスイッチが点灯しているときは、18　によって選択されている出
力の電圧設定値を表示します。SETスイッチが消灯しているときは、18
によって選択されている出力の出力電圧値を表示します。

14 VOLTAGE COARSE/FINE表示

COARSEでは左側のLEDが点灯し、その桁の分解能で電圧値を設定で
きます。FINEでは右側のLEDが点灯し、その桁の分解能で電圧値を
設定できます。

トラッキング動作時は、COARSEで1%、FINEで0.1%ステップで設定
できます。

15 電流計

SETスイッチが点灯しているときは、18　によって選択されている出
力の電流設定値を表示します。SETスイッチが消灯しているときは、18
によって選択されている出力の出力電流値を表示します。

16 CURRENT COARSE/FINE表示

COARSEでは左側のLEDが点灯し、その桁の分解能で電流値を設定で
きます。FINEでは右側のLEDが点灯し、その桁の分解能で電流値を
設定できます。

トラッキング動作時は、COARSEで1%、FINEで0.1%ステップで設定
できます。

17 定電流表示

定電流動作のときに"CC"（Constant Current）LEDが点灯します｡

18 出力表示選択スイッチ

電圧値および電流値を設定または表示したい出力を選択します。点灯
しているスイッチが現在選択されている出力です。
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出力端子部

0-±18V  0-±2.5A

COM +18V-18V

1920 212322

図5-5 PMR-DUタイプ出力端子

0-6V  0-5A 0-–18V  0-–1.3A

COM +18V+ -18V-

192024 2123

2223

図5-6 PMR-TRタイプ出力端子

0-–12V  0-–1.5A 0-–24V  0-–1A

COM +24V+12V -24V-12V

19202526 2123

22

図5-7 PMR-QUタイプ出力端子

27

図5-8 ショートバー（L）

19 OUTPUT CH1端子

COM端子に対して正の電圧、電流が出力します。

20 OUTPUT CH2端子

COM端子に対して負の電圧、電流が出力します。

21 COM端子

OUTPUT CH1およびOUTPUT CH2のコモン端子です。
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22

シャーシグランド端子です。

23 ショートバー（S）

OUTPUT CH2端子またはCOM端子をシャーシグランド端子に接続す
るためのものです。

OUTPUT CH3端子の－端子または＋端子をシャーシグランド端子に接
続するためのものです。（PMR-TRタイプのみ）

24 OUTPUT CH3端子（PMR-TRタイプのみ）

6V出力端子です。COM端子とは絶縁されています。

25 OUTPUT CH3端子（PMR-QUタイプのみ）

COM端子に対して正の電圧、電流が出力されます。

26 OUTPUT CH4端子（PMR-QUタイプのみ）

COM端子に対して負の電圧、電流が出力されます。

27 ショートバー（L）

OUTPUT CH1端子をシャーシグランド端子に接続するためのものです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・OUTPUT CH番号について

PMRシリーズでは、各出力にOUTPUT CH番号を付けています。
OUTPUT CH番号は、本機をリモートコントロールするときに
本機の出力の識別に使用されます。各モデルの出力に対する
OUTPUT CH番号は以下のようになります。

表5-1　各モデルの出力とOUTPUT CH番号の関係

ルデモ 1HCTUPTUO 2HCTUPTUO 3HCTUPTUO 4HCTUPTUO

UD5.2-81RMP V81+ 力出 V81- 力出

UD2.1-53RMP V53+ 力出 V53- 力出

RT3.1-81RMP V81+ 力出 V81- 力出 V6 力出

RT1-52RMP V52+ 力出 V52- 力出 V6 力出

UQ1-42RMP V42+ 力出 V42- 力出 V21+ 力出 V21- 力出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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5.2 後面パネル

OUTPUT  CH  SELECT
1 2 3 4

EXTERNAL

OUTPUT  ADJUST

OFFSET

FULL
SCALE 

CH1 CH2 CH3 CH4
INTERNAL ON

OFF

TERMN TP-BUS
KIKUSUI  ELECTRONICS  CORP.  MADE  IN  JAPAN

OFF
DIAL

ON
PWR  ON
OUTPUT

KEYLOCK

No.

AC  INPUT

WARNING
LINE  VOLTAGE
AND  FUSE  RATING
INDICATIONS  ARE
ON  THE  BOTTOM.

J1

1

7

6

18

13

12

MODE

28 29 32

36
37

33

30

31

35

34

底面部 
入力電圧切換スイッチ 

図5-9 PMRシリーズ後面パネル

28 OUTPUT SELECTスイッチ

各出力の電圧設定をパネルから行うか、外部電圧で行うかを切り換え
るスイッチです。詳しくは、「4.1.2 外部電圧による出力電圧のコント
ロール」を参照してください。

29 OUTPUT ADJUST可変抵抗器

外部電圧による出力電圧のコントロール時にオフセットとフルスケー
ルを調整します。詳しくは、「4.1.2 外部電圧による出力電圧のコント
ロール」を参照してください。
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30 J1端子台

アナログリモートコントロールなどに使用する端子台です。

警告 ・取り扱いを誤ると、感電につながる可能性があります。端子へ
配線するときは、必ず「4.1.1 J1端子台について」を参照して
ください。

31 MODEスイッチ

PWR ON OUTPUT と LOCKの2つのスイッチがあります。詳しくは、
「3.7 MODEスイッチの機能」を参照してください。

32 TERMNスイッチ

デジタルリモートコントロール時に使用するターミネーションのON/
OFFスイッチです。

33 TP-BUS端子

デジタルリモートコントロール時にバスを配線するためのコネクタで
す。

34 AC INPUTコネクタ

本機に電力を供給するための入力電源コード用コネクタです。

警告 ・取り扱いを誤ると、感電につながる可能性があります。接続す
るときは、必ず「1.5 入力電源コードの接続」を参照してくだ
さい。

・安全のために必ず接地してください。詳しくは、「1.6 接地につ
いて」を参照してください。
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35 ヒューズホルダ

AC入力用ヒューズ、および予備のヒューズが入っています。

警告 ・取り扱いを誤ると、感電につながる可能性があります。ヒュー
ズを交換または確認するときは、必ず「1.4 入力電源とヒュー
ズの確認」を参照してください。

36 排気口

内部の熱をファンによって排気するための空気吹き出し口です。本機
の周囲は、空気が充分に流れるような間隔を空けてください。

37 入力電圧切換スイッチ

入力電源電圧範囲を切り換えるスイッチです。入力電圧に適した電圧
範囲を選択してください。詳しくは、「1.4 入力電源とヒューズの確認」
を参照してください。

A

C

B

D

90V - 110V
106V - 125V
180V - 220V
211V - 250V

図5-10 底面の入力電圧切換スイッチ
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第 6章 保守

この章では、本機の保守・校正について説明します。長期間にわたり
初期性能を保つために、定期的に保守・点検および校正を行ってくだ
さい。その他、本機を使用中に動作不良と思われたときの対処方法に
ついても説明します。

6.1 クリーニング

パネル面などが汚れた場合は、水で薄めた中性洗剤をやわらかい布に
つけて軽く拭いてください。

警告 ・クリーニングを行うときは、必ずPOWERスイッチをOFFに
して、入力電源コードのプラグを抜いてください。

注意 ・シンナーやベンジンなどの揮発性のものは使用しないでくださ

い。表面の変色、印刷文字の消え、表示部の白濁などを起こす
ことがあります。

6.2 点検

入力電源コード

被覆の破れ、プラグのがた、割れなどがないか点検してください。

警告 ・被覆の破れなどがありますと感電および火災の恐れがあります。
すぐに使用を中止してください。

付属品の購入は、お買い上げ元または当社営業所にお問い合わせくだ
さい。
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6.3 校正

本機は、工場出荷時に適切な校正が行われています。しかし、長期間
の使用による経時変化により校正が必要になります。

校正は、お買い上げ元または当社営業所へご依頼ください。もし、お
客様が本機を校正される場合は、以下の手順に従ってください。この
校正手順には、本機の校正項目がすべて記載されています。

6.3.1 必要な機器

校正には、次の測定器が必要です。

・ 測定精度0.02%以上の直流電圧計（DVM）
・ 精度0.1%以上のシャント抵抗器（校正するPMRシリーズの定格出

力電流を流すことができるもの）

表6-1 推奨シャント抵抗器

定格 精度

PMR18-2.5DU 5A/100mV (20mΩ)

PMR35-1.2DU 2A/100mV (50mΩ)

PMR18-1.3TR

PMR25-1TR

PMR24-1QU 2A/100mV (50mΩ)

シャント抵抗器
モデル

5A/100mV (50mΩ)
0.1%以上

6.3.2 環境

校正は下記の環境で行ってください。

・周囲温度：23℃±5℃
・周囲湿度：80%RH以下

初期ドリフトによる校正誤差を小さくするため、校正前に本機を30分
以上ウォームアップ（通電）してください。また、DVMやシャント抵
抗についても、それぞれ必要な時間ウォームアップしてください。
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6.3.3 校正モード

校正を行うには、本機を校正モードにする必要があります。

STOREスイッチを押しながらPOWERスイッチをオンにすると、バー
ジョン表示後つぎの表示となり、本機は校正モードに入ります。

校正モードを終了するには、POWERスイッチをOFFにします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・STOREスイッチは電圧計に"CAL"が表示されるまで押し続け
てください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

V

A

+24V-24V+12V-12V

CC CC CC CC

OFFOUTPUTO  N

校正モードに入っていることを表します。 

出力電圧オフセット校正の選択表示 

出力電流オフセット校正の選択表示 

出力電圧フルスケール校正の選択表示 

校正状態の表示 

校正を行う出力を選択します。 
（出力表示選択スイッチ） 

出力電流フルスケール校正の選択表示 

図6-1 校正モードのパネル表示
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6.3.4 校正手順

校正項目は各出力に対して、

・出力電圧オフセット

・出力電圧フルスケール

・出力電流オフセット

・出力電流フルスケール

があります。

校正はどの出力からでも行えます。出力電圧のみ、または出力電流の
みだけでも校正することができますが、必ずオフセットとフルスケー
ルの両方を行ってください。

校正状態表示について

校正の進行状態を0～3の数字でパネルに表示します。

0: 校正の開始または終了

1: 出力電圧または出力電流のオフセット校正のみが終了している

2: 出力電圧または出力電流のフルスケール校正のみが終了している

3: 出力電圧または出力電流のオフセットとフルスケール校正が共に
終了している

校正したい出力に対して、電圧または電流のオフセットとフルスケー
ルを校正し、"3"の校正状態でSTOREスイッチを押すと、その校正が
終了します。

校正モードを終了するには、POWERスイッチをOFFにします。

校正を行った出力の電圧値および電流値は0に設定されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注記  ・電圧または電流のオフセットとフルスケールを校正した後は、
必ず STORE スイッチを押してその校正を終了してください。
STORE スイッチを押す前に、他の出力の校正に移ったり、
POWERスイッチをOFFにすると、その校正は無効になります。

・校正モードにおいて、本機はオフセットとフルスケールを校正
するための電圧または電流を出力しますが、この出力値は前回
校正したときの値ではありません。オフセット校正では0付近、
フルスケール校正では定格出力付近の値が出力されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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電圧系の校正手順

■機器の接続

1. POWERスイッチをOFFにします。

2. 校正を行う出力の端子にDVMを接続します。±出力の＋出力を校
正する場合は図6-2を、－出力を校正する場合は図6-3を参照して
ください。また、6V出力（PMR-TRタイプのみ）を校正する場合
は図6-4を参照してください。

COM ++ --

DVM

HI
LO

ショートバー（S）をCOM端子と 
シャーシグランド端子間に接続します。 

図6-2　電圧系の校正の接続（＋出力）

COM ++ --

ショートバー（S）をCOM端子と 
シャーシグランド端子間に接続します。 

DVM

HI

LO

図6-3　電圧系の校正の接続（－出力）

COM ++ --

ショートバー（S）をCOM端子と 
シャーシグランド端子間に接続します。 

DVM

HI
LO

図6-4　電圧系の校正の接続（6V出力）
（PMR-TRタイプのみ）
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■ウォームアップ

3. STOREスイッチを押しながらPOWERスイッチをONにします。

4. パネルに"CAL"が表示されていることを確認します。

5. DVMも含めて充分な時間ウォームアップを行います。

●出力電圧オフセット

6. 出力表示選択スイッチで校正を行う出力を選択します。

7. VOLTAGE スイッチで出力電圧オフセットの校正を選択します。
図6-1参照。

8. OUTPUTスイッチをONにします。

9. DVMの読み値が0Vになるようにダイアルを回します。

10. OUTPUTスイッチをOFFにします。

11. 校正状態の表示が"0"から "1"に変わります。

●出力電圧フルスケール

12. VOLTAGEスイッチで出力電圧フルスケールの校正を選択します。
図6-1参照。

13. OUTPUTスイッチをONにします。

14. DVMの読み値が定格出力電圧になるようにダイアルを回します。

15. OUTPUTスイッチをOFFにします。

16. 校正状態の表示が"1"から "3"に変わります。

17. STOREスイッチを押します。

18. 校正状態の表示が"3"から "-"に変わり、その後"0"になります。

これで電圧系の校正が終了しました。
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電流系の校正手順

■機器の接続

1. POWERスイッチをOFFにします。

2. 校正を行う出力の端子にシャント抵抗器とDVMを接続します。±
出力の＋出力を校正する場合は図6-5を、－出力を校正する場合は
図6-6を参照してください。また、6V出力（PMR-TRタイプのみ）
を校正する場合は図6-7を参照してください。

COM ++ --

ショートバー（S）をCOM端子と 
シャーシグランド端子間に接続します。 

DVM

HI
LO

シャント抵抗器 

図 6-5　電流系の校正の接続（＋出力）

COM ++ --

ショートバー（S）をCOM端子と 
シャーシグランド端子間に接続します。 

DVM

HI

LO

シャント抵抗器 

図 6-6　電流系の校正の接続（－出力）
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—— ++ COM

DVM

HI
LO

シャント抵抗器 

ショートバー（S）を－端子と 
シャーシグランド端子間に接続します。 

図6-7　電流系の校正の接続（6V出力）
（PMR-TRタイプのみ）

■ウォームアップ

3. POWERスイッチをONにします。

4. 校正を行う出力の定格電流を設定します。

5. OUTPUTスイッチをONにします。

6. DVMおよびシャント抵抗器も含めて充分な時間ウォームアップを
行います。

7. POWERスイッチをOFFにします。

8. STOREスイッチを押しながらPOWERスイッチをONにします。

9. パネルに"CAL"が表示されていることを確認します。

●出力電流オフセット

10. 出力表示選択スイッチで校正を行う出力を選択します。

11. CURRENTスイッチで出力電流オフセットの校正を選択します。
図6-1参照。

12. OUTPUTスイッチをONにします。

13. DVMの読み値が0Vになるようにダイアルを回します。

14. OUTPUTスイッチをOFFにします。

15. 校正状態の表示が"0"から "1"に変わります。
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●出力電流フルスケール

16. CURRENTスイッチで出力電流フルスケールの校正を選択します。
図6-1参照。

17. OUTPUTスイッチをONにします。

18. DVMの読み値から算出した電流値が定格出力電流になるようにダ
イアルを回します。

19. OUTPUTスイッチをOFFにします。

20. 校正状態の表示が"1"から "3"に変わります。

21. STOREスイッチを押します。

22. 校正状態の表示が"3"から "-"に変わり、その後"0"になります。

これで電流系の校正が終了しました。
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6.4 動作不良と原因

ここでは、本機を使用中に動作不良と思われたときの対処方法を示し
ます。

代表的な5つの症状とその症状に対して考えられるチェック項目を示
していますので、該当する項目を探してください。簡単な方法で解決
できる場合もあります。

該当する項目があったら、その項目の対処方法に従ってください。も
し、対処しても改善されない、または該当する項目がない場合は、当
社営業所へお問い合わせください。

■症状1:　表示部に何も表示されない。

目項クッェチ 処対・因原

□ 線断がドーコ源電力入
？かいないてし

・ 。いさだくてし換交にドーコ源電力入いし新

□ てれ切がズーュヒ力入
？かいない

・ 。すまいてえ超を囲範、く高が圧電力入
。いさだくてし給供を圧電の内囲範圧電力入

「 4.1 し照参を」認確のズーュヒと源電力入
再、後換交。いさだくてし換交をズーュヒて
中にぐすを用使の機本、ばらなうよるれ切び

。いさだくてし頼依を理修てし止

・ ーュヒりよに流電入突てっよに用使の間期長
。すまれわ思とたし化劣がズ

「 4.1 し照参を」認確のズーュヒと源電力入
。いさだくてし換交をズーュヒて

□ ス換切圧電力入の面底
さ定設くし正はチッイ

？かるいてれ

・「 4.1 し照参を」認確のズーュヒと源電力入
くてし定設を囲範圧電たし適に源電力入、て

。いさだ
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■症状2:　OUTPUTスイッチをONにしても出力されない。

目項クッェチ 処対・因原

□ 定設の流電はたま圧電
いてっなに値小最が値

？かいな

・ 。いさだくてし定設を力出な要必

□ NOTUPTUO の DEL 消が
？かるいてし灯

・ の力出るよに点接部外 FFO/NO ルーロトンコ
（子端 1J の台子端 71 と 81 まいてじ閉が）子端

。す
「 3.1.4 の力出るよに点接部外 FFO/NO トンコ

。いさだくてし照参を」ルーロ

□ のルネパ面後 TUPTUO
TCELESHC チッイス

が LANRETXE さ定設に
？かいないてれ

・ TCELESHCTUPTUO がチッイス LANRETXE
は値定設のでルアイダ、とるいてれさ定設に

をチッイス。んせまれさ力出 LANRETNI 設に
。いさだくてし定

■症状3:　出力のリップルが大きい。

目項クッェチ 処対・因原

□ で下以囲範が圧電力入
？かいなは

・ 。いさだくてし給供を圧電の内囲範圧電力入

□ グシーャシと子端力出
テーロフが子端ドンラ
いないてっなにグンィ

？か

・ （数波周源電力入 zH06/05 てけ受を導誘の）
。すまい

を子端力出、ばらな能可 1.0 μF デンコの上以
。いさだくてしとおにドンラグでサン

□ たま界磁な力強にく近
いなが源生発の界電は

？か

・ 。すまいてけ受を導誘磁電
トスイツを線配、るけざ遠を機本らか源生発

。いさだくてしを置処のどなるす

□ トンコるよに圧電部外
部外、ていおにルーロ
くき大がズイノの圧電

？かいな

・「 2.1.4 ーロトンコの圧電力出るよに圧電部外
。いさだくてしを策対ズイノてし照参を」ル



6-12 保守 PMR

■症状4:　エラー（Err 16）が表示される。

チェック項目 原因・対処

□TP-BUS上に同じノード
アドレスの機器が接続
されていないか？

・Err 16を表示した機器のPOWERスイッチ
をOFFにした後TP-BUSから外し、重複しない
ノードアドレスを設定してください。
設定方法については、PIA4800シリーズ付
属CD-ROMに収録の「接続&プログラミング
ガイド」を参照してください。

■症状5:　エラー（Err 08）が表示される。

チェック項目 原因・対処

□TP-BUSがショートして
いないか？

・ツイストペア線がコネクタの付近でショート
している可能性があります。
PIA4800シリーズ付属CD-ROMに収録の「接
続&プログラミングガイド」を参照してくだ
さい。

□ノードアドレス変更中
にPOWERスイッチ
をOFFにしなかったか？

・ノードアドレスが正しく設定されていませ
ん。
設定方法については、PIA4800シリーズ付
属CD-ROMに収録の「接続&プログラミング
ガイド」を参照してください。



PMR 仕様 7-1

第 7章 仕様

この章では、本機の電気的、機械的仕様と付属品を記載します。

7.1 仕様

仕様は特に指定のない限り下記の条件によります。

･ 負荷は純抵抗とします。
･ 付属のショートバーにてCOM 端子をシャーシグランド端子に接

続。（PMR-TRタイプは6V出力の－端子もショートバーにてシャー
シグランド端子に接続）

･ ウォームアップ時間30分経過後、23℃±5℃、80%RH以下の環境
において。

TYP値は性能を保証するものではありません。使用時の目安としてく
ださい。
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7.2 外形寸法図
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図7-1　PMR-DUタイプ外形寸法図
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図7-2　PMR-TRタイプ外形寸法図
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図7-3　PMR-QUタイプ外形寸法図
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PMR 索引 I-1

索引

A

AC INPUTコネクタ 5-9

C

CC 2-6
CH番号 2-8
COARSE 3-3
COM端子 5-6
CURRENT COARSE/FINEスイッチ 5-4
CV 2-5

D

DIAL/KEY LOCKスイッチ 5-3

F

FINE 3-3

J

J1端子台 4-2, 5-9

L

LOCKスイッチ 3-25

M

MEMORYスイッチ 5-3
MODEスイッチ 3-24, 5-9

N

NODE ADRSスイッチ 5-3

O

OHP 2-7
OUTPUT ADJUST可変抵抗器 5-8
OUTPUT CH番号 2-8, 5-7
OUTPUT ON/OFF表示 5-5
OUTPUT SELECTスイッチ 5-8
OUTPUTスイッチ 5-3

P

POWERスイッチ 5-3
PWR ON OUTPUTスイッチ 3-24

R

ROMのバージョン 3-2

S

SETスイッチ 5-3
STOREスイッチ 5-4

T

TERMNスイッチ 5-9
TP-BUS端子 5-9
TRACKスイッチ 5-3

V

VOLTAGE COARSE/FINEスイッチ 5-4

ア

アナログリモートコントロール 4-2

カ

外部接点によるMEMORY 1、2、3の呼
び出し 4-14

外部接点による出力のON/OFFコント
ロール 4-12

外部電圧による出力電圧のコントロール
4-6

加熱保護 2-7

キ

逆極性の電圧 2-1

ク

クリーニング 6-1

コ

工場出荷時の設定 3-7
校正 6-2



I-2 索引 PMR

シ

シャーシグランド端子 5-7
出力端子カバー 2-9
出力の設定 3-3
出力表示選択スイッチ 5-5
ショートバー 5-7

セ

接地 1-8
設置 1-3

タ

ダイアル 5-3

チ

直列運転 3-18

テ

定電圧電源 2-5, 3-8
定電流電源 2-5, 3-9
定電流表示 5-5
デジタルリモートコントロール 4-16
電圧計 5-5
点検 6-1
電源の投入 3-1
電流計 5-5

ト

動作不良 6-10
突入電流 2-1
トラッキング 3-12

ニ

入力電圧切換スイッチ 1-5, 5-10
入力電源 1-4
入力電源コード 1-6

ハ

配電盤 1-7

ヒ

ヒューズ 1-4
ヒューズホルダ 1-5, 5-10

フ

負荷 2-2
負荷の接続 3-10
付属品 1-2

ヘ

並列運転 3-18

メ

メモリ 3-16

ラ

ラック組み込み P-2

リ

リモートコントロール 4-1



- 保　証 - 

この製品は、菊水電子工業株式会社の厳密な試験･検査を経て、その
性能は規格を満足していることが確認され、お届けされております。 

弊社製品は、お買上げ日より1年間に発生した故障については、無
償で修理いたします。 

但し、次の場合には有償で修理させていただきます。 

1. 取扱説明書に対して誤ったご使用およびご使用上の不注意による
故障、損傷。 

2. 不適当な改造・調整・修理による故障および損傷。 
3. 天災・火災・その他外部要因による故障および損傷。 

なお、この保証は日本国内に限り有効です。 
This warranty is valid only in Japan.
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